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2024年８月 29日 

株式会社スマートバリュー 

 

2025 年春・神戸ウォーターフロントに誕生する次世代エンターテインメントエリア 

関西最大級のアリーナを中核にした「神戸アリーナプロジェクト」進捗ご報告 

 
株式会社スマートバリュー（本社：大阪市、取締役兼代表執行役社長 渋谷 順）は、2022 年 8 月に神戸

市と締結した「都心・ウォーターフロントエリアの未来づくり」に向けた事業連携協定に基づき、当社連

結子会社である株式会社 One Bright KOBE（本社：神戸市、代表取締役社長 渋谷 順）において、「神

戸アリーナプロジェクト」を推進しております。 

GLION ARENA KOBE（ジーライオンアリーナ神戸）を中核施設とする新たなエンターテインメントエ

リア【愛称：TOTTEI（トッテイ）】の 2025 年 4 月開業に向け様々な取り組みを推進しており、このた

び神戸市との事業連携協定が 3 年目を迎えるにあたり、プロジェクトの進捗状況についてお知らせいた

します。 

 

●神戸アリーナプロジェクトについて 

神戸アリーナプロジェクトは、神戸市が 2020 年に公募した新港突堤西地区（第 2 突堤）再開発事業にお

ける、スマートバリューと NTT 都市開発株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 池田 康）、

株式会社 NTT ドコモ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 前田 義晃）の 3 社企業コンソーシアム

による民設民営のアリーナ創出プロジェクトです。 

スマートバリューは 2022 年 8 月に「都心・ウォーターフロントエリアの未来づくり」に向けた事業連携

協定を神戸市と締結し、次世代アリーナを基点とした周辺エリアへの回遊性向上やデジタルイノベーシ

ョンの社会実装・産官学共創による地域活性化への貢献を目指しています。 

 

新港第二突堤エリア（愛称：TOTTEI）イメージ 

One Bright KOBE は、神戸アリーナプロジェクトの運営企業として「この世界の心拍数を、上げてい

く。」を存在意義に、阪神淡路大震災より 30 年目の節目に誕生する GLION ARENA KOBE を基点に日
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常的な賑わいづくりに取り組みます。 

 

・2024 年 2 月：アリーナの名称「GLION ARENA KOBE（ジーライオンアリーナ神戸）」の発表ととも

に周辺エリアを国内初「港湾環境整備計画」の認定を受け、アリーナと周辺の港湾緑地エリアを一体運営

することにより日常的ににぎわいを生み出す「神戸の最先端エンターテインメントエリア」の創出に取

り組むことを発表しました。 

・2024 年 4 月：開業 1 年前を記念して、アリーナが立地する新港第二突堤エリアの愛称を「TOTTEI（ト

ッテイ）」に決定し、ロゴとあわせて発表しました。「TOTTEI」の愛称は「Regeneration（再生）」をテ

ーマに、神戸港から神戸の発展を 100 年以上支えた「突堤」としての名前に由来し、国際貿易港として

の文化交流が活発的に行われた歴史を「エンターテインメント」という新しい形で神戸に根付き継承し

ていく思いを込めた、神戸港の歴史と今後の発展の「伝統と革新」を紡ぐ愛称・ロゴデザインです。 

 

発表に伴いリニューアルオープンした公式 HP では、随時最新情報を公開しています。公式 YouTube で

は Teaser movie や、アリーナまでの最寄り駅からのアクセスや近隣の観光施設の紹介、プロジェクトの

裏側として次世代アリーナに関わる人をクローズアップしたスペシャルトーク企画等、様々なコンテン

ツを開業まで公開開始していますのでぜひご覧ください。 

 

神戸アリーナプロジェクトの進捗 

１） GLION ARENA KOBE について 

ロケーションは主要ターミナルの三宮駅から徒歩圏内、神戸空港や東海道・山陽新幹線新神戸駅、西日

本最大級のバスターミナルや四国・九州との海路を結ぶフェリーターミナル、海外からの大型客船が寄

港するポートターミナルからもアクセスしやすいエリアに位置します。日本初・270 度海に囲まれた水

辺のアリーナとして、外観デザインは翼を広げた形状で「神戸から感動と興奮を発信し、世界へ羽ばた

く姿」を表現しています。2024 年 2 月に地元企業の株式会社 GLION（住所：兵庫県神戸市、代表取締

役社長 菊地秀武）とオフィシャルトップパートナーの契約を締結し、新アリーナの名称を「GLION 

ARENA KOBE」に決定したことを発表しました。 

設工事は順調に進んでおり、躯体工事や外装工事はほぼ完了しました。現在は、内装・設備工事や外構

工事に取組んでいます。2024 年 8 月 29 日時点でアリーナの工事進捗は 75％です。 

2023 年 9 月に環境に配慮した開発として「ZEB Ready」の認証を大規模アリーナ（収容人数 10,000

人規模）において国内で初めて取得しました。 

 

アリーナ館内はどの角度からも見やすい「馬蹄型（ばていがた）」で座席シートを配置し、屋内アリー

ナにおいて最大級の全長 23 メートルもの常設 LED ビジョンや本場 NBA 水準の音響スピーカーを設置

し、熱狂・感動・興奮が生まれる観戦体験を演出します。スポーツ・エンターテインメント・デジタル

https://www.totteikobe.jp/news/article/680
https://www.totteikobe.jp/news/article/681
https://www.totteikobe.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=_lBqpblJlw0
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が融合し、会場の躍動感やその瞬間ならではの新たな驚きと感動を提供予定につきご期待ください。 

 

開業後は B.LEAGUE「神戸ストークス」のホームゲームが年間 30 試合おこなわれるほか、国内外アー

ティストによる音楽コンサートや esports, 企業イベント（MICE）など、さまざまなイベントの開催を

予定しています。 

 

２） TOTTEI PARK について 

国内初「港湾環境整備計画（みなと緑地ＰＰＰ）」の認定を受け、港を緑化したシンボリックな

「TOTTEI PARK（トッテイパーク）」を官民一体で整備します。建築は、神戸を拠点に数々の魅力的

な設計を手掛けてきた若手実力派の建築家：畑友洋氏が象徴的なパーク一体型建築をデザイン。エリア

全体の緑化空間を一つのピクニックシートに見立て、その一部を「つまみ上げる」イメージで作り上げ

た高さ 10 メートル超の緑の丘状の建築物を TOTTEI 先端に建設します。建物の屋根に登れば神戸ウォ

ーターフロントならではの海・六甲山をパノラマビューで堪能できるほか、イベント時には観客席にも

なり、屋根の下にあたる建物内にはブリュワリーやＢＢＱレストランといった神戸の美味を取り揃えた

ダイニング空間の開業を予定しています。（2025 年 4 月は TOTTEI PARK のみ先行 OPEN、飲食施設

は順次 OPEN 予定です） 

神戸の港と六甲山の山並みを五感で感じられるロケーションで、様々な屋外イベントを企画していま

す。365 日ここに来れば何かがある、「シン・TOTTEI 体験」にぜひご期待ください。 

 

 

                海から臨む TOTTEI PARK 

 

TOTTEI PARK イメージ動画：https://youtu.be/DVqb9xSkh3g 

https://youtu.be/DVqb9xSkh3g
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また、アリーナ施設内にもオープンテラスを兼ね備えた飲食店舗が複数入居予定です。 

 

                TOTTEI 全体イメージ 

３）地域との連携強化について  

地元の企業様・周辺の交通機関・観光施設や地域関係者の皆様と連携を強化するために、民間ならではの

柔軟性を生かしたさまざまなプロジェクトを推進しています。地元の皆様により良い・利便性の高いエ

ンターテインメントの提供と地域活性化・社会課題解決への貢献を目指し、積極的に進めています。 

 

① アリーナアプリの実装やスマートシティへの取り組み 

TOTTEI での体験を来場前からお楽しみいただける『TOTTEI KOBE アプリ』をアリーナ開業前に公開

することを予定しています。チケット購入や決済、デジタルクーポン機能を備えながら、何度も TOTTEI

に足を運びたくなるようなエンターテインメントアプリとして準備中です。 

本アプリは、周辺地域とも連携しながら、利用者が回遊性向上・周遊観光をしやすい仕組み作りをおこな

うことで、港都神戸を象徴する三宮・ウォーターフロントエリアからスマートシティへの取り組みへと

昇華させていくことを目指しています。 

 

 

② 産学共創による取り組み 

産学共創による取り組みも進めています。多様な専門分野・人材を有しアカデミックな立場から価値創

造の理論・実践を研究する神戸大学バリュースクール（スクール長、玉置 久 教授）との連携により、

2024年より学生と共に地域の課題解決や活性化に寄与する取り組みをはじめとした新たな価値創造を目

指すプロジェクトを予定しています。詳細については改めて発表してまいります。 
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４）協創パートナーシッププログラム  

神戸アリーナプロジェクトのビジョンにご賛同いただいた企業の皆様と「協創パートナーシッププログ

ラム」の契約締結を開始しています。本「協創パートナーシッププログラム」は、従来の広告露出に重き

をおいたスポンサーシップとは異なり、各企業・団体の皆様と共に「次世代アリーナを基点にした新たな

まちの魅力づくり」を共に取り組みます。 

 

＜本リリース時点の協創パートナー一覧＞ 

 

TOTTEI 夜景イメージ 
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５） 開業後ホームアリーナとなる B.LEAGUE「神戸ストークス」 

・2023 年 10 月：神戸ストークスの新マスコットキャラクター「ストーキー」が神戸芸術工科大学、ビ

ジュアルデザイン学科と連携のもと発表されました。 

 

・2024 年 4 月：2026-27 シーズンから開始される B.LEAGUE の新制度「B.革新」での「B.Premier」

参入条件の一つ「シーズン通算 9 万人来場（平均 3,000 名以上来場）」の目標を達成しました。※ 

ひとえに会場にて熱い声援をお送りいただいた皆さま、ご支援いただきました皆さまのおかげです。こ

の場をお借りして改めて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

（※ B.Premier への昇格審査・発表は 2024 年 10 月下旬に行われる予定です。） 

・2024 年 7 月：神戸ストークスは新アリーナ開業に向けて連携を強化するため、アリーナ運営会社

OneBright KOBE との一体運営に向けた新体制を発表しました。 

・2024-25 シーズンの開幕戦ホームゲームは 10 月 11 日より開催予定です。新アリーナでの初戦は 2025

年 4 月 5 日・6 日、続いて 4 月 20 日・21 日の 4 試合が予定されています。アリーナ開業に向け進化を

続ける神戸ストークスの白熱した試合を、ぜひ会場にてお楽しみください。 

  

            

神戸アリーナプロジェクトは、今後 50 年の長期にわたり、地域に根差した運営を予定します。 

持続可能な社会の実現に向け、様々な企業・団体の皆様と共に、神戸の新たな魅力づくり（スマートシテ

ィ）の実現へと進めて参ります。 

その他、神戸アリーナプロジェクトの詳細は、公式サイトでご覧いただけます。 

また、本プロジェクトにご賛同いただける企業・団体の皆様やアリーナの各種ネーミングライツパート

ナーを募集中です。ご興味のある方は＜お問合せフォーム＞からご連絡ください。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

 

●神戸アリーナプロジェクト事業の経緯  

2021 年 3 月  神戸市による事業者公募により優先交渉権者に選定 

 

バスケットボール試合イメ―ジ 

 

ストーキー  

 

https://www.totteikobe.jp/
https://www.totteikobe.jp/inquiry/
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2022 年 8 月  神戸市とスマートバリューが「都心・ウォーターフロントエリアの未来づくり」 

       に向けた事業連携協定を締結 

2022 年 12 月 神戸アリーナプロジェクト本格始動を発表 

2023 年 4 月  アリーナ新築工事 着工   

                協創パートナーシッププログラムの契約締結を開始（以降、順次発表）   

2023 年 7 月  B.LEAGUE 本拠地移転に伴う新チーム名「神戸ストークス」発表 

       「HELLO KOBE アクション」の開始を発表     

2023 年 9 月 大規模アリーナ施設（収容人数 10,000 人規模）国内初「ZEB Ready」認証取得 

2024 年 2 月  アリーナ名称「GLION ARENA KOBE」に決定、 

       ㈱ジーライオンとトップパートナー契約締結を共同発表 

       国内初「港湾環境整備計画（みなと緑地 PPP）」の認定を受け一体運営を発表 

2024 年 3 月  ㈱ミックウエアが北側エントランスゲート命名権を取得を発表。 

2024 年 4 月  開業 1 年前を記念し、新港第二突堤エリア愛称「TOTTEI」を発表 

       VIP エリア名称「KOBE 270°Club sponsored by ANA」を発表。 

2024 年 6 月  TOTTEI PARK 新築工事 着工 

2025 年 2 月  GLION ARENA KOBE 竣工予定 

2025 年 3 月  TOTTEI PARK 竣工予定 

2025 年 4 月  GLION ARENA KOBE および TOTTEI PARK 開業予定 

 

●GLION ARENA KOBE 計画概要 

 

 

 

事業名称 新港突堤西地区（第２突堤）再開発事業 

所在地 神戸市中央区新港町 130番 1、130番 2 

敷地面積 約 23,700㎡ 

延床面積 約 32,300㎡ 

階数 7階 

収容客数 約 10,000人 

構造 鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造 

竣工時期 2025年 2月（予定） 

開業時期 2025年 4月（予定） 

土地所有者 神戸市 

建物所有者 NTT 都市開発株式会社 

運営会社 株式会社 One Bright KOBE 

設計・施工会社 株式会社大林組 

コンストラクション

マネジメント会社 

株式会社山下 PMC 

 



 

News Release 

 

●TOTTEI PARK 港湾環境整備計画概要    

認定区域 新港突堤西地区 新港第 2 突堤緑地 

施設立地 神戸市中央区新港町 130 番 1、130 番 1 地先国有地 

構造 1 棟 2 階建て 鉄骨造 

建築物面積 約 900 ㎡ 

パーク予定地面積 約 6,000 ㎡ 

建物所有者 株式会社 One Bright KOBE 

設計 株式会畑友洋建築設計事務所 

施工者 株式会社柴田工務店  

開業時期 2025 年 4 月（予定） 

 

 

株式会社スマートバリュー 会社概要 

名称  株式会社スマートバリュー 

代表 取締役兼代表執行役社長 渋谷 順 

所在地 大阪市中央区道修町三丁目 6番 1号 京阪神御堂筋ビル７階 

設立年月 1947年 6月 

資本金 1,044,944千円（2023年 6月末現在） 

上場市場 東証スタンダード市場（証券番号：9417） 

事業内容 クラウドソリューション事業 

企業 URL https://www.smartvalue.ad.jp/ 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社スマートバリュー 社長室 Division  大門 朋恵 

TEL：06-6227-5577 MAIL：info@g.smartvalue.ad.jp 

お問い合わせフォーム：https://www.smartvalue.ad.jp/contact/ 

 

https://www.smartvalue.ad.jp/
https://www.smartvalue.ad.jp/contact/

